
司
着
地
等
を
盲
老
に
酷叩
ね
、
之
を
記
録
に
徴
し
て
考
指

一
に
錯
し
て
こ
百
石
を
筒
L
、
後
利
伎
に
凪
し
百
石
宛

『
し
た
こ
と
を
前
文
で
砲
さ
れ
て
柏
町
る
。
天
保
十
一
年

一
雨
皮
加
哨
せ
ら
れ
、
正
保
冗
年
夜
し
た
。

三
=
月
に
成
っ
た
も
の
。

一

カ
ザ
マ
ツ
り
風
祭
凪
山
内
を
避
け
る
向
山
村
の

一

カ
サ
マ
サ
ダ
ヨ
シ
笠
間
定
悠
、
辿
取
九
共
街
。
榊
枇
に
行
は
れ
る
も
の
で
、
今
冬
く
入
且
巾
に
於
い

明
和
弘
年
義
一
久
的
共
術
の
辿
知
二
山

1
討
を
公
け
、

て
せ
ち
れ
る
。

組
外
に
列
し
‘
後
御
川
内
山
岨
に
仰
じ
、
定
機
地
単
行

・
カ
サ
マ
デ
ン
ベ
エ
笠
岡
市
博
丘
詰
出
川
肱
二
円
石
。

御
勝
手
方
御
加
入
に
任
じ
‘
立
政
三
年
五
十
一告
を
加
大
坂
相
役
に
科
Mm
口
で
敵
尚
一
つ
を
取
っ
た
。
そ
の

へ
、
次
第
に
針
逃
し
て
定
格
胤
に
示
。
、
文
政
九
年
末
阿
川
町
平
次
は
苅
政
サ
六
年
乱
心
し
た
お
家
断
絶
し

限
目
し
て
仰
闘
と
概
し
、
十
一
年
凶
用
残
し
た
υ

た。

カ
サ
マ
サ
ブ
ロ
ザ
エ
モ
ン
笠
間
三
郎
左
衛
門

カ
サ
マ
ノ
ブ
フ
ル
笠
間
信
古
大
迫
寺
の
人
。

太
郎
兵
衡
の
刻
。
初
め
切
れ
お
奴
に
仕

へ
、
後
前
川

J
辿
群
直
吉
・lH
之
助
・年
左
術
門
。
後
腕
…中
と
改
め
た
。

利
家
か
ら
一二
山」ハ
J
l
討
を
泣
け
た
o
子
Mm
制
綴
い
で

-
滞
伎
に
仕
へ
て
円
引
役
等
と
な
り
、
協
同
七
十
討
を

慌
に
利
へ
る
。

一
交
け
、
X
ね
訟
を
能
く
し
、
前
を

m，ひ
、
宇
を
子
述

カ
サ
マ
シ
ゲ
ヨ
シ
笠
間

霊

好

泌

m
x六
郎

・
一
と
い
ひ
、
桃
務
と
脱
し
た
。
明
治
二
十
九
年
十
一
且

源
太
左
術
門
。
延
町
六
年
父
似
J

ハ
礼
成
の
也
知
二
内
六
十
七
以
そ
り
て
授
。

八
十
討
を
裂
ぎ
、
京
御
納
戸
港
行
よ
b
次
仰
に
界
出

力
ザ
マ
ハ
リ

風
廻

部山
政
の
時
、
防
火
の
犯
に

し
、
資
永
凶
作
削
川
利
お
の
御
歩
品
川
口止
側
一川
と
な
0
・

一
何
年
一一TH
一
日
か
ら
十
対
昨
日
ま
で
城
一
卜
を
巡
処
す

孔
徳
治
山
小
川
布
、
学
川
町
元
年
υλ

山
討
を
加

へ
、
一二
年

一
る
も
の
を
い
う
た
。
成
治
冗
年
正
且
十
一
日
の
新
命

九
月
二
日
五
十
九
肢
を

U
て
放
し
た。

一
に
係
白
、

一H
M中
に
山
内
組
組
高
知
の
士
凶
十
入
人
を

カ
サ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
笠
間
神
社
石
川
出
銭
聞
に

-
探
び
、
二
人
を
一
手
合
と
し
、
一
箆
夜
二
手
合
い
河
十

鋲
座
す
る
o
式
内
出
寸
前
刷
記
に
、『
笠
間
訓
枇
O

式
内

一
二
橋
に
交
作
せ
し
め
る
こ
と
に
し
た
。
江
文
元
年
一

一
座
。
笠
刷
郷
笠
間
村
銀
陛
υ

祭
榊
大
宮
昨
訓
。
今

一
位
夜
凶
子
A
H
一
一
一
番
と
な
し
、
定
風
創
と
和
し
た
が
‘

群
=気
附
八
脈
叫

一
郷
之
惣
枇
也
。』

と
あ
り
、
加
引

一
入
年
正
月
改
め
て
川
加
と
い
」
こ
と
に
し
た
。

古
跡
者
に
は
、
今
宇
佐
八
幡
宮
と
い
ひ
、
枇
誕
枇
一
例

↑

カ
サ
マ
ヒ
盆
舞

石
川
部
討
油
庄
の
中
に
邸
す

も
な
い
が
.
刑
地
附
〈
、
石
の
大
鳥
山
が
倒
れ
て
あ
る
も
の
で
、
上
匁
舛
・
下
党
鮮
と
抑
制
し
、

mAに
分

る
と
犯
す
る

O

R

し
て
ゐ
た
。
こ
の
地
、
殊
に
日
酬
は
で
…一
品
泌
を
開
せ

カ
サ
マ
h
F
カ
ヒ
デ
笠
岡
高
英

泌
桝
似
む
術
門
・

一
ら
れ
て
ん
た
が
、
金
仰
に
桜
約
し
て
ゐ
る
か
ら
、
多

新
右
衛
門
。

一川
政
治
年
災
認
七
郎
の
也
知
二
川
十
仰
を
く
は
滞
の
用
地
若
し
く
は
制
射
的
地
と
な
り
、
笠

m

m
出
ぎ
、
大
小
怖
に
列
L
、
合
問
山
奉
行
よ
り
一
一
九
千
保
八
年
新
川
以
ド
蚊
川
の
名
を
私
帯
し
て
、
地
子
叩
酬
を
村
に

柳
原
御
前
附
物
市
川
加
と
し
て
山
口
討
を
加

へ
、
延
平
三
納
め
て
ゐ
た
が
、
明
治
イ
二
年
山
口
通
一
般
の
川
地
と

年
六
」
l
九
段
を
以
て
別
配
し
た
。

な

っ

た

。

カ
サ
マ
生
ロ
ベ
エ
笠
間
太
郎
兵
衛
矢
は
血
一
七
。

一

カ
サ
マ
ヒ
イ
ツ
ポ
ン
7
ツ

前

m利
家
に
能
殺
七
憾
に
於
い
て
召
出
さ
れ
、
利
政
ツ
ポ

y
マ
ツ
一
本
松
。

笠
舞

一
本
松

力
サ

方
ザ
マ
ヒ
イ
茸
ゴ
ヤ
笠
寓
犬
小
屋

童相押

一
本

校
門
町
白
U

の
上
な
る
往
来
飼
き
を
笠
舞
犬
小
屋
と
呼

ん
で
、
も
と
務
の
犬
訓
同
等
の
小
家
が
あ
っ
た
。
明
治

山
間
滞
の
際
之
を
挺
止
し
、
土
地
を
飾
下
げ
て
脳
地
と

し
た
。カ

サ
マ
ヒ
カ
ヲ
パ
笠
緯
角
場
石
川
知
笈
制作に

あ
っ

て
、
別
相
制
定
搬
の
鍛
他
の
射
的
制
舗
で
あ
っ
た
。

金
抑
古
蹴
芯
に
、『
征
貨
の
金
糊
闘
に
笠
舛
射
楳
場
を

記
縦
し
て
、
康
三
十
間
航
三
十
一
聞
と
あ
り
。
改
作

所
町
田記
に
、
寛
文
入
年
間
揚
附
足
腕
ポ
ハ
餓
飽
稽
古
郎
、

従
来
小
立
野
に
有
之
候
曜
、
今
度
血
(
力
旧
民
放
と
相
成

に
付
、
笠
舛
の
村
つ
ど
き
、
古
三
味
跡
刊
八
十
歩
制

明
暗
へ
穫
す
と
あ
り
。
然
れ
げ
斑
文
八
年
に
出
来
せ
し

こ
と
知
ら
れ
け
り
。
』
と
見
え
る
も
の
で
あ
る。

カ
ザ
マ
ヒ
ガ
ケ
ハ
ラ
マ
チ
盆
舞
欠
原
町

金
糊

の
川
名
。
元
徹
九
年
の
地
子
川
肝
附
e

附
に
、
仲
立
御
新

坂
町
・同
が
け
際
・同
一
本
松
と
加
ベ
蹴
せ
で
あ
る
。

此
の
地
は
笠
抑
の
村
地
な
る
が
般
に
笠
舛
刊
古
川
と
呼

ん
だ
の
で
あ
b
、
そ
の
邸
地
は
皆
制
射
訓
地
で
あ
っ

た
が
、
明
治
十
二
年
普
通
一
般
の
町
地
と
な
っ
た
。

カ
サ
マ
ヒ
シ
ン
サ
カ
マ
チ
盆
十
幾
新
坂
町

シ
サ
カ
マ
チ
新
坂
川
。

イ

カ
サ
マ
ヒ
シ
ン
マ
チ
並
立
語

新

町

金

禅
の
和
田
川

名
。
元
職
九
年
の
地
子
町
肝
煎
抗
的
附
に
、
笠
糊
川
郡

阿
・同
新
坂
町
と
加
山
ベ
紋
せ
る
。
改
作
所
山
田
記
腕
服
、

W

地
支
六
年
三
用
御
磁
的
合
腕
か
ら
御
門
川
用
桜
へ

の
沓

閃
に
、

『
本
多
安
房
殿
内
前
助
共
外
七
t
n
。
右
之
者

H
ハ
町
屋
仙
制
御
阪
間
火
除
所
に
州
問
在
胤
、
御
歩
行
路
替

地
制
渡
、
右
立
去
人
』
夫
、
笠
判
舛
村
領
地
之
内
望
之
ケ

尻
町
姓
制
射
を
以
前
地
下
し
巾
線
、
十
村
方
へ
可
技

何
付
。
』
と
見
え
て
、
こ
の
頃
か
ら
笠
僻
村
が
郎
地
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
包
し
之
よ
り
先
に
も
相
封
を
以

て
的
地
と
し
、
家
屋
を
建
て
た
も
の
が
あ
っ
た
。
後

司b

y 

カ
ザ
マ
マ
サ
ナ
リ
笠
間
正
成

泊
都
抑
六
。
前

m利
市
に
仕

へ
て
竹
二
」j
h
u
を
領
し
、
後
川
六
十
討

を
加

へ
、
御
山
内
畑
山
に
班
し
、
延
州
以
五
年
間
目
し
た
。

カ
サ
マ
ヤ
ス
エ
モ
ン
笠
間
安
右
衛
門
允
品開
十

五
年
尖
泊
共
術
の
治
知
入
十
一れ
を
泣
け
て
御
釘
附
お

と
な
り
、
平
保
十
二
年
三
」
I
討
を
加

へ
て
小
川刊
と
な

り
、
十
四
年
又
五
十
討
を
加
へ
て
組
外
に
列
し
、
紅一

字
二
年
間
以
。
子
孫
刺
綴
い
C
滞
に
付
へ
る
。

カ
サ
マ
ヨ
シ
チ
笠
間
奥
七

一
に
胤
一
七
郎
に
作

る
。
初
め
倒
れ
治
虫
に
仕
へ
、
後
越
前
附
巾
に
於
い

て
附
川
利
家
か
ら
-
-
一'H
出
十
討
を
焚
け
た
。
天
正
す

四
年
間
問
。
そ
の
鮒
系
は
九
代
肌
一
三
共
術
川
剛
山
二
山
川
知

を
制
し
た
が
、
平
和
川
年
間
市什叫剛削
肥
し
た
。

カ
サ
ヤ
マ
盆
山

石
川
川
上
吉
野
の
部
研
か
ら

東
方
に
出
る
山
。
一
両
さ
八
六
六
米
。
地
白
石
一
世
相
相
聞

岩
。

貞
事
四
年
四
周
町
事
行
白
書
川
と
し
た
が
、
兵
白
地
一

郎
は
元
来
郁
部
で
あ
る
た
め
地
子
製
を
笠
鐸
村
に
納
一

め
た
が
、
明
治
イ
二
年

一
般
の
町
地
と
立
っ
た
。

カ
サ
マ
へ
イ
ウ
マ
笠
間
平
右
馬

三
郎
左
衛
門

の
子
。
前
川
利
U
K
に
制
へ
て
二
川
百
を
倒
L
、
後
利

九日山
の
時
金
の
請
取
材
刊
に
列
し
た
。
究
永
十
L
A

年
九

n

十
一
日
奴。

カ
サ
マ
ホ
笠
間
保

有

川

地
に
在
っ
た
。
問
削

寺
文
部
建
武
元
年
入

n
H
九
日
の
も
の
に
加
れ
附
山花

山
保
が
あ
っ
て
管
制
で
あ
っ
た
o
V
A
徳
治
か
ら
郎
ホ

頃
ま
で
の
文
部
に
は
匁
聞
東
保
が
あ
白
、
文
明
の
文

部
に
は
問
符
間
保
と
見
え
て
、
川
び
に
問
寺
加
で
あ

っ
た
。
後
開
設
問
村
の
b

引
を
抗
す
る
。

カ
ザ
ラ
シ
風
嵐

風

臥。

カ
ザ
リ
ワ
ラ
銑
嘉

正

且

の
注
辿
飾
を
飾
犯
と

も
い
う
た
。
滞
士
知
行
同
制
以
上
の
も
の
で
は
、
門

の
制
朴
刊
の
削
仁
引
い
た
紛
の
羽
以
と
聴
す
る
の
が
飾

ー
カ
ゼ

7
ラ

Y

，、
五


